
 

 

魚種（海域）：（太平洋～オホーツク海海域） 

 

 要約表 

評価年の基準 

（2011 年度） 
資源評価方法 

2011 年度の 

資源状態 

2011～2012 年度 

の資源動向 

1月1日 

～12月31日 
CPUE 中水準 横ばい 

*生態については，別紙資料「生態表」を参照のこと。 

 

１．漁業 

(1)漁業の概要 

サンマは，主に棒受網，定置網，流し網で漁獲され，棒受網が全漁獲量の大半を占めて

いる。北海道におけるサンマの漁獲は，太平洋，オホーツク海，日本海のいずれの海域で

も行われるが，多くは太平洋海域で漁獲される。また，8～9 月には，南千島周辺のロシア

主張 200 海里水域内にも漁場が形成される。 

さんま棒受網漁業では，過去には生産調整が実施され，1997 年以降は TAC 制導入による

漁獲量平準化のための休漁，積荷制限等が行われていた。そのため，漁獲量が必ずしも資

源水準を反映していない。 

以下に海域別の漁業の概要を述べる。 

・太平洋海域 

太平洋のさんま漁業の漁期は，船型別に設定されている。2011 年は，流し網漁業が 7 月

8日～9月 30日まで，知事許可の棒受網漁業の5トン未満船は7月 16日～11月 30日まで，

10 トン未満船が 7 月 23 日から 11 月 30 日まで操業。大臣指定棒受網漁業は船型に関係な

く 8 月 1 日から 12 月 31 日までの操業となっているが，自主規制として小型船（20 トン未

満）が 8 月 2 日から，中型船（20-50 トン）が 8 月 5 日から，大型船（50 トン以上）が 8

月 15 日から操業を開始した。 

太平洋海域におけるサンマ漁場は，漁期始め（7 月～8 月上旬）は沿岸北上群を対象に道

東近海に形成される。また，6～7 月に公海を北上し，千島列島沿いに南下する群が 8 月中

頃に南千島近海から道東沖合へ来遊し，漁場が形成される。その後，サンマの南下に伴い

漁場は順次南西に移動し，12 月頃には常磐～銚子沖に形成されて終漁となる。 

太平洋におけるサンマ漁獲量の増減は，来遊資源量ばかりでなく漁場の形成位置にも影

響される。つまり，沖合域（親潮第 2 分枝沿い）に漁場が形成されると，漁場と水揚げ港

との間の移動に時間を要するため操業回数が減り，その結果，漁獲量が減少する。逆に沿

岸域（親潮第 1 分枝沿い）に形成されると増加する傾向がある。 

2011 年の棒受網漁業では，前年同様漁期前半（9 月上旬頃まで）は来遊量が少なくサン

マの漁獲が不振であったため，漁獲量平準化のための出漁制限等は設定されなかったが、

それ以降は、花咲港に水揚げが集中し事故が起こるなどで、漁獲量の平準化のための措置
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がとられた。 

・オホーツク海海域 

オホーツク海のさんま漁業は北海道知事許可漁業で，地元の棒受網漁船のほか，道東太

平洋から回航する棒受網漁船によって行われる。漁場は沿岸域に形成される。漁期は主に

9～11 月であるが，沖合の水温低下に伴い沿岸に来遊するサンマを漁獲対象とするため，

漁獲開始時期や期間はその年の海況に大きく左右される。 

オホーツク海では，道東太平洋で操業していた棒受網漁船の多くが回航するため，道東

太平洋への来遊資源量が十分ならば，オホーツク海での漁獲量は非常に少なくなる。1990

年代後半にオホーツク海の漁獲量が多いのは，道東太平洋への来遊量が減少したため，多

くの棒受網漁船がオホーツク海へ回航し操業した結果である（図１）。よって，この時期の

道東太平洋の漁況がオホーツク海の漁獲量を決定する要因の一つになっている。 

(2)東日本大震災の影響について 

 2011 年 3 月 11 日の地震、津波、福島原発事故はサンマ漁業に大きな影響を与えた。 

 全国さんま漁業協会によると、平成 23 年度漁期において本協会所属船 175 隻中 141 隻が

出漁した。震災による被害隻数は 57 隻で廃船は内 25 隻であった。今後の新造船の建造計

画は平成 23 年に 2 隻、平成 24 年に 14 隻、平成 25 年に 6 隻の予定。 

 福島第一原発の事故により、平成 23 年度漁期は業界の自主規制として、福島第一原子力

発電所から半径 100km 圏内での操業が禁止された。 

北海道及び三陸の各漁港では津波による被害が甚大であった。平成 23 年の各地域での

昨年に対する総水揚げ量は、北海道と青森県はほぼ 100％、岩手県は南北格差があり 90～

50％、宮城県は塩竃を除くと 30～40％、福島県では 40％以下、銚子港では 100％超であっ

た。 

 また、平成 24 年 1 月現在で、青森県から茨城県までの水産加工業の復旧率は 55％（全

水加工連調べ）であった。 

(3)現在取り組まれている資源管理方策 

1997 年より TAC 対象種に指定されており，漁獲量が管理されている（表 2）。具体的に

は，月別漁獲目標を立て，漁獲限度数量を超えそうな場合は，さんま漁業漁獲協定管理委

員会が休漁および積荷制限等の実施を発令し，漁獲量の平準化を図っている。 

 

２.評価方法とデータ 

サンマは北西太平洋から中央太平洋に至る広域を回遊する魚であるので，ここでは日本

近海に来遊する（全国に水揚げされる）サンマについての評価を行う。また，後述するよ

うに評価には漁船の CPUE を用いるため，漁場内へ来遊したサンマについての評価であるこ

とに注意されたい。 

・漁獲量 

 全国及び道東太平洋沿岸域（花咲、浜中、厚岸、釧路、広尾地区）で水揚げされるサン

45＿サンマ＿太平洋～オホーツク海海域

2012年度 45-2 道総研水産研究本部



 

 

マの漁獲量は、全国さんま漁業協会による全サンマ旬報を集計した。 

 オホーツク海での漁獲量は、大臣指定棒受網漁業での水揚げ分は全さんま旬報により集

計し、他種漁業（沿岸の刺し網や棒受網漁業など）での水揚げ分は水試集計速報値を基に

集計した。集計期間は 7 月～12 月。 

・CPUE 

さんま漁業では，漁獲量平準化のための休漁，水揚げ制限等が行われるため，漁獲量が

必ずしも資源水準を反映しない。一方，サンマの CPUE は「１日 1 隻あたりの漁獲量」およ

び「1 網あたりの漁獲量」が算出されているが，前者は漁場位置による影響（水揚げ港か

ら遠ければ操業回数（網数）が少なくなり CPUE は低めに，近ければ高めに）を受ける可能

性がある。そこで，「現在までの資源状態」の評価には後者の CPUE（1 網あたりの漁獲量）

を用いることにした。なお，この CPUE は水研，各道県水試，漁業情報サービスセンターが

全国の棒受網漁船から聞き取りした漁獲量，操業網数資料をもとに，東北区水産研究所が

算出したものである。また，船型（トン数）による CPUE の標準化は行っていない。 

「今後の資源動向」については，北海道水試の資料のみでは評価するのは困難であるた

め，この項では我が国周辺水域の漁業資源評価１）を参照した。 

 

３.資源評価 

(1)漁獲量および努力量の推移 

全国，道東太平洋，オホーツク海の漁獲量の推移を図 1，表 1 に示した。また，全国の

10 トン以上の棒受網漁船（大臣承認船）の延べ操業網数と承認隻数をそれぞれ図 2 と図 3

に示した。なお，道東太平洋やオホーツク海の漁獲量は，それぞれの地区での水揚げ量を

示したものである。そのため，他の海域（例えば三陸海域）で漁獲されたサンマも北海道

に水揚げされれば北海道の集計値に含まれ，逆に道東太平洋で漁獲しても本州各県に水揚

げされれば各県の集計値となる。このようなことは頻繁に起こるため，漁獲量が必ずしも

各海域の資源水準（漁獲水準）の変動を反映していない。 

全国の漁獲量は 1965～1967 年には 20 万トン台で推移したが，1969 年は約 5.2 万トンま

で落ち込んだ（図 1，表 1）。その後，漁獲量は大きく年変動を繰り返したが，1981 年以降

は緩やかな増加傾向となり，1988～1997 年は 23 万～31 万トンの比較的高い水準で推移し

た。1998，1999 年には 15 万トン以下に急減したが，2000 年以降は約 20 万トンから 26 万

トンの間で増減を繰り返している。2011 年は 20.8 万トンであり前年（19.3 万トン）を 7％

上回った。 

上記のうち，オホーツク海での漁獲量をみると，1965～1982 年までは，ほぼ 1 万トン以

上で推移していたが，1983～1995 年には 0～3,528 トンと大幅に減少した（図 1，表 1）。

漁獲量が落ち込んだ要因の一つに，着業隻数の減少があげられるが，来遊資源量の多少に

ついては不明である。1996～2001 年は，道東太平洋から棒受網漁船が回航したこともあっ

て漁獲量が増加し，3,539～14,390 トンで推移した。しかし，2002 年以降低調に推移し，
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2011 年は 165 トンであった。 

全国の大臣承認船の延べ操業網数は，1970 年代には 17 万～37 万回と大きく変動しなが

ら推移した（図 2）。1980 年代に入ると徐々に減少し，1992～1995 年には 7 万～8 万回とな

った。1998～2002 年はやや増加し 13 万回前後で推移したが，2003 年以降は減少傾向にあ

る。2011 年は 5.9 万回となり，前年（8.5 万回）を大きく下回った。棒受網漁船の大臣承

認船の隻数は特に 1990 年代から急減しており（図 3）、また棒受網漁船の船型（トン数）

も変化している。このため，単純に過去と現在の網数を努力量として比較するのは難しい。 

 2011 年 3 月 11 日の地震、津波、福島原発事故は、2011 年のサンマ漁業に大きな影響を

与えた。津波と火災により三陸沿岸の各漁港に停泊、上架していたサンマ漁船が被災した。

三陸沿岸の漁港が被災したため、水揚げが道東の漁港に集中した。福島原発事故の影響で

半径 100km 圏内での操業が禁止された。このような状況の中で、小型船では 11 月早々に、

大型船では11月中に切り上げる漁船が多かったなどの結果として網数が昨年の約7割まで

減少した。 

(2)現在(評価年)までの資源状態 

1982 年以降 1997 年までの漁獲量は 20～30 万トンであり，比較的安定した中で CPUE は

徐々に増加していた（図１,4）。2000 年以降漁獲量は 20 万トン台に回復し，CPUE も徐々に

増加している。サンマ資源は CPUE の変動傾向から判断すると 1998 年に減少したあと回復

傾向にあり，かなり高い状態にあると考えられていた。しかし，2010 年は漁獲量，CPUE

とも前年を下回り，資源状態が高い状態にあるとはいえない状況となったが、2011 年には

漁獲量及び CPUE が増加し、資源状態も回復傾向にあると考える。 

 

(3) 評価年の資源水準：中水準 

1990～2009 年の CPUE の平均値を 100 とし，各年の CPUE を標準化した。標準化した CPUE

（水準指数）の 100±25 の範囲を中水準とし，現在の資源水準を判断した。以上の平均値

の算出方法については以下の考えに基づき，規定の方法を変更した。中水準の幅のデフォ

ルトは 100±40 であるが，我が国周辺水域の漁業資源評価と整合性がとれ，サンマ関係者

（漁業者，流通関係など）の豊・不漁感覚に合わせて 100±25 をこの海域のサンマの中水

準とした。 

以上により求めた 2011 年の資源水準指数は 120 であったことから，資源水準は中水準

であったと判断される（図 6）。 

 

(4)今後の資源動向：横ばい                                    

最近の研究から 0 歳魚にあたると考えられる中型魚以下の個体（体長 29cm 未満）が，

翌年には大型魚（同 29cm 以上，1 歳魚）になると考えられている。しかし中型魚以下のサ

ンマ（特に小型魚）は漁獲対象とならないことが多く，漁獲物サンプルからはこれらの資

源量を推定するための情報が十分に得られない。そこで，東北区水産研究所では，2001 年
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から 0 歳魚（中型魚以下）も漁獲できる表中層トロールを用いた大規模な調査（漁期前調

査）を北西太平洋で実施しており，この調査結果を基に，我が国周辺水域の漁業資源評価

で資源動向を示している。2003 年以降の漁期前調査結果による資源量の推定結果（図 5）

では、2008 年以降資源量は減少し、2011 年は増加したものの、漁期前調査から資源量を算

出するようになった 2003 年以降の平均値を超えていないから、動向は横ばいとした。１） 
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生態表  魚種名：サンマ  海域名：太平洋～オホーツク海海域     

 

 
図 サンマ （太平洋～オホーツク海海域）の漁場図 

  

１．分布・回遊 

  サンマは北緯20～60度の北太平洋に広く分布する表層性魚類である。黒潮水域～親潮水域の間

を生活周期に応じて移動する。オホーツク海には太平洋から８月頃，千島列島南西部海域の国後

水道等を通って入り，９月頃に沿岸域に来遊する。生息水温はおよそ10～20℃である。 

 

２．年齢・成長 

成長は耳石日周輪の解析から，ふ化後６～７ケ月で体長20cmに達することが知られている。漁

期中に漁獲される大型魚（体長29cm以上）の耳石には透明帯があることが確認され，これは越冬

期前に形成されることから，大型魚の年齢は１歳以上，中型魚（29cm未満）よりも小さいものの

年齢は０歳であると推測されている。また，透明帯が２本以上あるものが少ないことなどから，

寿命は概ね２歳程度と考えられている１）。              

 

３．成熟年齢・成熟体長 

体長20cmから成熟する個体がみられる。 
 

４．産卵期・産卵場 

・産卵期：ほぼ周年である。ただし７月と８月の産卵は少ない。 

・産卵場：秋季(９～12月)には、三陸常磐沖～伊豆諸島付近、冬季(１～３月)には、伊豆諸島～熊 

     野灘沖付近、春季(４～６月)には伊豆諸島～三陸常磐沖付近に形成される２、３）。 

・産卵生態：流れ藻等の漂流物に付属糸のある卵を産み付ける。一産卵期に数回産卵すると考 

えられている。 

  

５．その他 

年齢別平均体長や成熟体長に年変化がみられる。 
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